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令和６年度  事 業 報 告 書 
 

  2024年 4月1日から   2025年 3月31日まで 

 
 特定非営利活動法人日本ピーススマイル協会  
１ 事業の成果 
・多様なアプローチにより、希死念慮など深刻な事態に陥らないよう、多感な青少年達に生きる力を注ぐ
ことができた。青少年の心の育成事業では、2つの助成採択を受け、春夏休みのプログラム含むユースイベ
ント6回を実施。ほぼ全員が参加に満足し、自分をより大切に思えるようになったと回答。 
・育児世代サポートや虐待防止の啓発においては、育児講座とアンガーマネジメント講座を実施。また新
宿区主催の子育てメッセでは個別悩み相談として参加し、5人の育児者に個別アドバイスができた。 
・青少年LINE無料悩み相談の相談者数は前年とあまり変わらなかった。有料広告で一部新規相談者が来た
が、続けて希死念慮者減と自殺予防の強化を図っていく必要がある。 
一方、相談員を養成する研修講座は今年2回目の基礎編は盛況となり、初の専門コースはハードルを高く感
じさせたか、過去の基礎講座参加者のみの参加となった。 
・青少年の居場所作りとなる東京都新宿区での青少年対象無料居場所カフェは3年継続した会場が使えなく
なり、参加者が激減した。同時に会場を探す中で様々な団体と繋がった。中央区での学習支援は特に不登
校者の参加率が高く、かつ彼らの成長と自身の回復が毎回みられ、活気のある場になった。市ヶ谷の学習
支援は良くも悪くも変わらず。参加者は多くないが心が元気に帰っていく姿がよくみられた。 
・生きるメッセージを発信するYouTubeチャンネルは有料広告の成果もあり、登録者が目標の千人を超え
た。Instagramは微増。ただ各イベントや悩み相談への集客効果はあまり見られなかった。 
・団体活動の報告会・団体説明会を戦略的に様々な形で実験的に実施できた。 
 
２ 事業の実施に関する事項 
（１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

受益対象者 
の範囲及び 
人 数 

事業費
の金額
（千
円） 

 

 心の育成を 
促進する事業 

学校での自己肯定感を養う 
ワークショップ出前授業 

通年 
 

都内及び 
全国小中高7校 

3人 該当学校の生
徒2350人 

334 
 
 

同上 青少年の自己肯定感向上と
自立を促す体験機会と成長
の場づくり（CBGMこども財
団助成とサマーキャンプ） 

通年計６回 
 

都内地域センタ
ーなど 

12人 主に関東圏の
青少年と社会
人のべ79人 

940 
 

同上 青少年の居場所作り 
（WAM助成：高田馬場無料居
場所カフェ）および団体説
明会 

カフェ 
毎週1回、説
明会年4回 
 

新宿区社会福祉
法人サンの家カ
フェ、新宿区NP
O協働推進セン
ター 

8人 主に都内 
小中高大学生
のべ338人 
関心ある者の
べ43人 

1027 
 
 
 

 同上 育児サポート事業 
（WAM助成：育児支援講座） 

育児講座年4
回・青少年
接し方講座
年２回、子
育てメッセ
出展 
年4回ずつ 

オンライン（Zo
om）及び新宿区
コズミックスポ
ーツセンター  

8人 育児中の保護
者のべ27人、 
福祉関係者や
保護者のべ14
人 

400 

 同上 学習支援事業と居場所作り 
新宿区、中央区（中央区社
会貢献活動事業） 

毎月2回ずつ 
 
 

MUJIcom武蔵野
美術大学市ヶ谷
ｷｬﾝﾊﾟｽ、中央区
勝どきデイルー
ム 

12人 主に新宿区・
中 央 区 の 児
童・中高生と
同世代 
のべ334人 

322 

 自殺・うつを
予防する事業 

オンライン悩み相談 
（東京都地域自殺対策強化
補助事業）、相談員養成研修
実施 

相談 
毎週2日 
研修 
10月～計2回 

相談：オンライ
ン（LINE） 
研修：新宿区地
域センター 

5人 主に東京都の
青少年のべ210
人/福祉関係な
どのべ28人 

663 
 



 同上 動画で自殺・うつを予防す
るコンテンツ作り 

通年 主に事務所 4人 全国不特定多
数の若者 

46 

        

 
（２）その他の事業 

 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

事業費
の 
金額 
（千
円） 

 

      

      

   


